




環境管理会計の概念の概略 

アプローチ 

狭義の経済的アプローチ 

拡張経済的アプローチ 

狭義の環境的アプローチ 

統合された経済的アプロ

ーチと環境的アプローチ 

経済システムの境界線 

企業に限定 

企業、場合によっては経

済全体 

考慮外 

企業に限定 

環境システムの境界線 

考慮外 

考慮外 

企業、場合によっては全

生産ライン 

企業に限定 

環境管理会計の概念（事例） 

・VDIガイドライン3800

に従った原価記録 

・全部原価計算を基準と

した環境原価記録 

・環境コスト会計 

・フルコスト会計 

・エコロジカル簿記 

・企業の環境保護手段 

・廃棄物原価会計 

・フローコスト会計 

出所：Orbach = Liedke［1998］p.5.







図表1　標準化案目次 

出所：経済産業省[2007b] pp.4-5。 

（0）序文 

 （0.1）ISOファミリーとの関連性 

 （0.2）他の環境管理会計ガイドライン等との関連性 

（1）適用範囲 

（2）引用規格 

（3）定義 

（4）環境管理会計の一般的記述 

 （4.1）環境管理会計の定義 

 （4.2）環境管理会計の利用法 

  （4.3）環境管理会計の留意点 

 （5）枠組み 

 （5.1）物量情報：マテリアルフロー会計 

 （5.2）金額情報：マテリアルフローコスト会計 

（6）マテリアルフローコスト会計の実施 

 （6.1）コストセンターの設定 

 （6.2）情報の測定 

 （6.3）報告 

（7）マテリアルフローコスト会計による資源生産性の指数 

（8）マテリアルフローコスト会計と伝統的手法の関連性 

附属書（参考）適用例 







図表2　 Pre-Working Draftの表題と内容 

出所：國部［2008］p.2。 

Material flow cost accounting : General principles and framework 
（一般原則とフレームワーク） 

1. Scope（適用範囲） 

2. Reference document（引用規格） 

3. Terms and definitions（用語及び定義） 

4. Objectives of MFCA（MFCAの目的） 

5. General principles of MFCA（MFCAの一般原則） 

6. Framework of MFCA（MFCAのフレームワーク） 

Annex : Example of application : Case study 
（附属書：適用事例：ケーススタディ） 

図表3　MFCAの計算原理 

出所：國部［2008］p.2。 



図表4　6つの導入ステップ 

出所：國部［2008］p.2。 

1. Setting of a Targeted production line（対象とする生産ラインの設定） 

2. Setting of a quantity centre（物量センターの設定） 

3. Identification of inputs and outputs in a quantity centre 
（物量センターにおけるインプットとアウトプットの識別） 

4. Measurement of the material flow in terms of physical and monetary units 
（マテリアルフローの物量単位・貨幣単位での測定） 

5. MFCA data analysis（MFCAデータ分析） 

6. Analysis and opportunities for improvement（改善のための分析と機会） 



図表5　経緯と今後の予定 

出所：古川・立川［2010a］［2010b］より作成。 

2008年 3月 TC207/WG８設立 

2008年 4月 Pre-Working Draft発行 

2008年 6月 WG８第１回会合（コロンビア） 

2008年 10月 Working Draft発行 

2008年 11月 WG８第２回会合（東京） 

2009年 3月 Committee Draft発行・回付 

2009年 6月 WG８第３回会合（エジプト） 

2009年 9月 Committee Draft ２発行・回付 

2010年 1月 WG８第４回会合（チェコ） 

2010年 5月 Draft International Standard（DIS）発行・回付 

2010年 10月 DIS承認投票期間終了 

2011年～2012年（予定） ISO国際規格発行 



図表6　D I S の 項 目 

出所：ISO［2010］p. 。 

Environmental management -Material Flow Cost Accounting- General 
framework（環境経営-マテリアルフローコスト会計-一般的フレームワーク） 

1. Scope（適用範囲） 

2. Terms and definitions（用語及び定義） 

3. Objectives and principles of MFCA（MFCAの目的及び原則） 

4. Fundemental elements of MFCA（MFCAの基本的要素） 

5. Implementation steps for MFCA（MFCAの導入ステップ） 

Annex A （informative）Difference between MFCA and conventional cost 
evaluation（附属書A参考：MFCAと伝統的原価計算との違い） 

Annex B（informative） Cost calculation and allocation in MFCA 
（附属書B参考：MFCAにおけるコスト計算及び配賦） 

Annex C Case examples of MFCA 
（附属書C：MFCAの実施事例） 

図表7　用 語 ・ 定 義 

原価配賦 

要素 

エネルギーコスト 

エネルギーロス 

インプット 

在庫 

マテリアル 

マテリアルバランス 

マテリアル配分割合 

マテリアルコスト 

マテリアルフロー 

マテリアルフローコ

スト会計 

コストを特定の要素に配分すること。 

プロセス、物量センター、製品、マテリアルロスのこと。 

オペレーションを行うために使用されるエネルギーの費用のこと。 

マテリアルコストに含めるか、または個別に見積もるかは組織

にて判断すること。 

対象とする製品に使用されなかったエネルギーのこと。 

マテリアルロスに含めるか、または個別に見積もるかは組織に

て判断すること。 

マテリアルフローまたはエネルギーフローが物量センターに入

ること。 

マテリアルのストック、中間製品、仕掛品、最終製品のこと。 

物量センターに入る、および/または、出る物質のこと。 

マテリアルは製品の一部になるモノと製品の一部にならないモ

ノ（洗剤、化学物質の触媒）の2種類に分類される。 

物量センターのインプット・アウトプット・在庫を比較すること。 

製品及びマテリアルロスへ、マテリアルを投入する割合のこと。 

物量センターにて使用、および/または、消費される材料の費

用のこと。 

組織又はサプライチェーンにおける様々な物量センター間での、

マテリアル又はマテリアル群の動きのこと。 

物質及び金額単位の両方で、工程又は生産ラインにおけるマテ

リアルの流れと在庫を定量化するためのツールのこと。 



出所：ISO［2010］pp.1-4より作成。 

マテリアルロス 

アウトプット 

プロセス 

製品 

物量センター 

システムコスト 

廃棄物 

廃棄物管理コスト 

製品になったモノを除き、物量センターにて生ずる全てのマテ

リアルのアウトプットのこと。 

マテリアルロスが再加工・リサイクル又は内部での再利用又は

市場価格が存在しても、マテリアルロスとして計算する。また、

大気排出、廃液、固形廃棄物もマテリアルロスに含む。 

副産物をマテリアルロスとするか製品とするかは、組織の判断

による。 

物量センターを出る製品・マテリアルロスまたはエネルギーの

こと。 

中間製品又は半製品は物量センターから出たモノとして扱う。 

インプットをアウトプットに転換する一連の関連活動又は相互

活動のこと。 

財またはサービスのこと。 

物質・金額単位でインプット・アウトプットが定量化されるプ

ロセスのこと。 

マテリアルコスト・エネルギーコスト・廃棄物管理コストを除

き、マテリアルフローを扱う過程で生じた全ての費用のこと。 

所有者が廃棄を意図する又は廃棄すべき物質又はモノのこと。 

物量センターにて生じたマテリアルロスを処理する際の費用の

こと。 

廃棄物管理には大気排出・廃液・固形廃棄物の管理を含む。 

廃棄物管理コストには、不良品の再加工・リサイクル、廃棄物

の追跡・貯蔵・取り扱い及び処理といったサイト内での費用を

含む。 

廃棄物の貯蔵・輸送・リサイクル・取り扱い及び処理の外注費

用を含む。 





図表8　物量センターにおけるマテリアルバランスの考え方 

出所：ISO［2010］p.5。 

Input Output

Material 
50kg

Product 
70kg

Material loss 
30kg

Quantity 
centre

Initial 
inventory of 
material

End 
inventory of 
material

150kg 100kg

図表9　物量センターにおけるコスト計算の例 

出所：ISO［2010］p.6。 

Input Output

Material（50kg） Product（70kg） 

Material costs $ 500 

Energy costs $ 50 

System costs $ 800 

Waste management costs $ 80

Material costs $ 700 

Energy costs $ 35 

System costs $ 560 

Total costs $ 1295

Material loss (30kg)

Material costs $ 300 

Energy costs $ 15 

System costs $ 240 

Waste management costs $ 80 

Total costs $ 635

Quantity 
centre

Initial 
inventory of 
material

End 
inventory of 
material

$1500 
(150kg)

$1000 
(100kg)
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